
 

 

 

 

 

 

 

 

1 年生での学習を振り返ると、「お花を育て

たよ」という声があがった。その経験を生か

し、２年生では「野菜を育ててみたい。」「野

菜は嫌いだけど、自分で育てたら好きになる

かも。」という話で盛り上がりました。「家で

育てたことがあるよ。」「お家の人が育ててい

る。」などと、これからの収穫が期待される夏

野菜を育てようと学習が始まりました。 

商店街の花屋さんで、育てたい野菜の苗を

買いに行くと、お花屋さんに「大事に育てて

ね。」と励ましの言葉を頂き、お世話が始まり

ました。まずは、土作りです。一年生の時に

「ふかふかの土で、赤玉をまぜたよ。」と経験

を活かしながら、土混ぜ混ぜ作戦をして、土

作りをしました。ふかふかの土に、苗を植え

かえる時には、そーっと優しくポットを外し、

「大きくなーれ。」と思いを込めながら自分達

で用意した植木鉢に植えました。それから、

毎朝登校すると水やりをしたり、元気チェッ

クをしたりと、お世話をがんばりました。 

苗が大きくなると支柱作戦をしたり、お

引っ越し作戦をしたりなど野菜に合った

お世話の仕方を考えたり、防虫対策や梅雨

の影響による野菜の病気に奮闘しながら

更にお世話をがんばりました。 

いよいよ収穫の時には、目をキラキラさ

せ、収穫の喜びを味わっていました。友達

が収穫した時にも「おめでとう。」などと

拍手をして、自分のことのように喜ぶ姿も

見られました。当初の目的であった、自分

たちの野菜を給食に出したいという願い

も実現されました。パクパク便りに自分た

ちの野菜のことを全校のみんなに伝える

文章も載せました。夏休みになり、野菜を

家に持ち帰り、お世話はお家で継続中で

す。更なる収穫の楽しみを目指して頑張っ

ています。 

 


